
  

 
鈴鹿クラブマンレース 

鈴鹿スーパーFJ 選手権 第６戦 

２０１９年 １０月２０日  天候:晴れ  参加 16 台 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

鈴鹿スーパーFJ 選手権の第 6戦は鈴鹿サーキット東コースにて開催された。今回はチャンピオン

を確定した為か澤が欠席。となると岩佐との争いが見られないが、しかしタイム差の出ない東コ

ースであり、スリップストリームを使った攻防が楽しみなところだ。 

土曜日の練習走行では、荒川、岩佐が好タイムを出す一方、これまでスーパー耐久レースのシビ

ックで活躍してきた藤原(20 才)が鈴鹿初参戦にもかかわらず 3番手時計を出し、他にも中村や入

山が好タイムを出し、ウエスト 19J に乗る西村も同様のタイムを計測ており、決勝レースが楽し

みなところだ。 

 

≪予選≫ 

11 時 13 分から 15分間の予選が開始された。天候は晴れコースはドライ。各車タイヤを温めつつ

タイムを上げて行く。序盤は西村がトップ、入山、梅田と続く。そして本格的にタイムアタック

に入った頃からタイミングモニターの表示の狂いが発覚する。数台の計測がされず、ラップタイ

ムが 14 秒の選手が出たり、同様の極端なタイムの選手が上方に表示され、もはや順位は全く分か

らなくなってしまう。 

よって各チームは自チームの計測のみ知る予選となった。最終的には、やはり岩佐が速く 53 秒

937 でトップタイム、僅か 0.055 秒遅れて 2位に荒川が、3位は中村となり、4位には前述の藤原

と続き、5位入山、6位高口となった。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪決勝レース≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

秋の日差しを受ける日曜の午後、15 時 55 分に決勝レースのスタートは切られた。 

2 番手の荒川がポールの岩佐を凌ぐ好スタートを決めたが、何と 2 速にシフトアップするときに

トラブルが出てしまい入らなくなってしまった。1 コーナーには岩佐を先頭に中村、入山の順に

なだれ込んで行く。 

1 周目終了時点では、岩佐、中村、入山そして 4位には 

予選 7番手の元嶋が順位を大きく上げて戻ってきた。 

5 位に梅田、鈴鹿初の藤原は 6位に順位を落としていた。 

荒川はたまらずピットイン、ピットでは何とか修理して 

走らすべく作業に入る。トップ岩佐、2位中村、3位の 

入山はそのままの順位で走るが 5番手を走る梅田にジャ 

ンプスタートの裁定が出て、ドライブスルーペナルティ 



を受てしまう。これにより 6位以降は順位を繰り上げる。 

岩佐はファステストを更新しつつ、トップを快走する。 

中村も自己ベストを出しつつ追いかけるが、少しずつ離 

される展開だ。3位を走る入山も、この鈴鹿シリーズ最 

終戦の結果で岩佐とのランキング 2位争いをしているが、 

岩佐のペースは速く、追い上げることなく 3位を走行。 

6 位に順位を落とした藤原は、5位に順位を上げ 4位を 

走る元嶋と接近戦を演じている。 

最後までペースを落とさずに走る岩佐は、最終的に 2 位の中村に 6.3 秒もの差をつけてチェッカ

ーを受け、その中村の 2.6 秒差で入山が 3位に入った。以下は元嶋が 4位を守り切り、5位藤原、

6位八巻の順だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表彰台には左から 2位中村 19才、優勝 岩佐 18才、3位入山 19才と 10 代の選手が上がった。 

彼らの今後の活躍が楽しみなところだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


